
カーネル内のトレース（課題トレースの手引き） 
 
カーネル内部に tty_task()という関数があります。 
 

 

端末処理のメインルーチンであると書かれています。 

 

159 行目に while(TRUE)という記述がありますが、これは「無限ループ」です。一度起動

すると、あとはシャットダウンされるまで、ずっと同じ処理を繰り返しています。 
FS で send された OS 内部での「割込み」は、この receive でカーネル側に渡されて、処理

されます。 
 
要求された処理を実行する、と書かれているのは 204 行目で、 



このような画面になっています。 
今日の課題では、何を「要求」されていたでしょうか？ 
 
ところで、kernel 内部で 

#grep do_xxxxx *.c 

を実行して、課題の関数名を探してみると、この tty.c の他にも別のファイルで定義されて

いるのが見つかります。 
 
いずれも、PRIVATE と宣言されていますが、この PRIVATE とは何者でしょうか？ 
 
Java のプログラミングでも、scope(適用範囲)という概念があります。Java の場合には、

access 修飾子として、public, private, protected などがありました。 
Public 宣言されたメソッドは、どこからでもアクセス可能です。そのパッケージが別のプ

ログラムから import されていれば、パッケージの外からでも呼び出されます。 
それに対して、private 宣言されたメソッドは、同じクラスの中からしか呼ぶことができま

せん。 
Minix のコードでは、C 言語のある予約語（今日の課題の答えになっています）を、Java
などの private と同じに見せるために、PRIVATE という定義名をわざわざ定義しています。

関数名にこの予約語が使われた場合には、scope は、「そのファイルの中からのみ参照でき

る」ことになります。（C++は別ですが）C 言語の場合には、クラスの概念がないので、「フ

ァイルの中」ということになります。 
 
ということは、別のファイル内に同じ名前の関数があっても、C のコンパイラには同じファ

イル内のその名前しか見えていないことになります。 tty.c のファイル内の関数は、同じ 
tty.c のファイル内でのみ有効である、と考えてよいでしょう。 
 
さて、この関数を調べてみます。 



 
この関数では、handle_events()という関数をコールしています。 
 
実は、この関数の受け渡しで渡されている tty_t という「型」（Java でいうクラスのような

もの）は、「ユーザの応対窓口」を高度に抽象化しています。 
コンソール端末で、キーボードや画面を相手にしているだけではなく、通信ポートからリ

モートログインしてくるユーザがいれば、それらもここで相手をしています。 

 

tty.h というファイルで、この型は定義されています。 devfun_t という「型名」を、「関

数のポインタ」として定義しています。 
つまり、Java で言えば、どのメソッドを呼び出すか、この「関数のポインタの変数」に代

入して実行することができる、ということになります。 

 



実は、前回のトレースで、カーネルの機能番号に応じて分岐していた部分も、関数のポイ

ンタとして定義されていました。 
 
この方法だと、デバイスによって異なる実体の「関数」を代入することができますので、

プログラムの構造としては個々のデバイスごとの違いを気にする必要がなくなるのです。 
実質的には、ここでは「デバイスドライバ」という、装置を抽象化した関数が呼び出され

ていると考えることができます。 
 
プリントでは、実際にどの関数が呼ばれたときに write の動作を行うのか、行番号でヒント

を記しています。 
 
この変数には、型が一致するならどんな関数でも代入できます。この変数に代入されてい

る「関数の名称」を探せば、実際に「write」という動作が行われている実体部分を見つけ

ることができるでしょう。 
 
プリントでは rs232.c と pty.c の二つを例示しました。 
Rs232c は、「シリアルポート」と呼んで、USB がシリアルケーブルの主流となる前に、通

信データが入ってくる主な接続ラインでした。現在の LAN のような位置づけでした。 
Pty.c は、「擬似ターミナルドライバ」であると書かれています。rlogin（LAN などを経由

してのログイン）の場合の処理の流れが、この pty.c のコメントに書かれています。 
今日の課題では、「端末に文字列を表示する」機能は、この二つ以外ということになります。 
 
トレース課題の（４）では、handle_events()で、「関数のポインタ変数」に代入されたどの

関数がコールされることになるのか、その残り一つの関数を見つけて下さい。 
（５）の問題文が最大のヒントです。 
 

プログラムの中では、上で見てきた while(TRUE)のような無限ループの構造が、いくつも

あります。 

FS や MM の main()の中でも、あります。また、kernel の中にも、yyy_task()という関数

がいくつも待機しています。（OS の仕事の大半は、じっと待つことです。） 
 
そんな中で、プロセスの切り替えなどにも利用される clock_task()がどこにあるか、探して

みてください。それが、今日のプリントの最後の「ミニ課題」です。 
 


